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(論文内容の要旨)
ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄと電子図書館が出現により,多言語情報の急増し,これらの情報のｲﾝﾃﾞﾂｸ

ｽ化及び検索を行うために,文書を洗練した形式で表現することは重要な課題である.近年,電

子的に利用できる情報の量は段階的に増加しており,英語以外の情報(ｱｼﾞｱやﾖ-ﾛﾂﾊﾟの言

語の情報)についても急増の-途をたどっている･このような背景において,ﾖ-ﾛﾂﾊﾟ言語に

おける多言語間検索についてはいくつかの研究が報告されているが,日本語一中国語間の言語横断

検索(CLIR)はこれまでのところ初期的な段階に留まっている･本研究では,書き言菓において
用いられる漠字が表意文字であるという点でﾖ-ﾛﾂﾊﾟ言語とは仝く違う日本語と中国語の二言

語を対象とした.

本論文では,漠字と漠字から導出される意昧を用いて日本語と中国語の検索とｲﾝﾃﾞﾂｸｽ化

をするいくつかの方法を研究し,漠字に基づいた日本語一中国語の検索に関する枠組みを提案し

た.この枠組みは本質的に柔軟なﾍﾞｸﾄﾙ空間ﾓﾃﾞﾙに基いている.特異値分解(SVD)は潜在

的意昧ｲﾝﾃﾞﾂｸｽ化(Latent Semantic lndexing)の概念と語桑とを結びつけることができる基

本的な手法であるが,提案ﾓﾃﾞﾙは,このSVDのようなﾍﾞｸﾄﾙ空間の次元を庄縮する手法と

結合することが容易である.本論文では,このような手法との結合について実験を行った｡

この研究の最終的な目的は,自然言語処理(NLP)および情報検索(IR)技術の成果を容易に利

用することが可能な日本語,中国語の情報検索(IR)と横断言語検索(CLIR)のための適当な枠組

みを明かにすることである.本研究が提案する漠字意味に基づいたﾍﾞｸﾄﾙ空間ﾓﾃﾞﾙは,境界

分析(segmentation)や形態素解析といったNLP技術の発展や,質間拡張,関連性ﾌｲ-ﾄﾞﾊﾞｯ
ｸといったIR技術の発展に基づいて,ﾓﾃﾞﾙを容易に拡張し,適応することが可能である.また,

真の多言語化への拡張として,日本語と中国語の漠字意味をﾖ-ﾛﾂﾊﾟ言語の語幹(word-roots)

に対応付けることが可能である.

同時に,本研究では,ﾆｹ国語文書の対応付けに関する取り組みを行い,文書対応付けを用い

て自動的に日本語一中国語の対称ｺ-ﾊﾟｽ(comparable corpus)を作成するｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを提案

した.最後に,ﾆｹ国語文書集合に対して概念ｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞの実験を行い,多言語情報を取り

出す上での,文書のｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞによる可視化の有効性を評価した.

Keywords‥多言語情報処理,横断言語検象概念検索,文書対応付け,概念ｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞ



(論文審査結果の要旨)

平成13年7月23日に開催した公聴会の結呆を参考に平成13年9月4日に本博士

論文の審査を行った｡以下のとおり､本博士論文は､提案者が独立した研究者とし

て､研究括動を続けていくための十分な素養を備えていることを示すものと認める｡

Hasan Marufは､本博士論文において､日本語一中国語間の言語横断検索(CLIR)

を対象とし､両言語に共通の書き言菓表記文字である漠字を媒介として､単言語を

対象とした自然言語処理および情報検索技術がどのように有効に利用可能かを明か

にした｡

本論文では,漠字と漠字から導出される意味を用いて日本語と中国語の検索とｲ

ﾝﾃﾞｯｸｽ化を行うためのいくつかの方法を検討し,漠字に基づいた日本語一中国語

の検索に関する枠組みを提案した.ここでの方法は､情報検索で広く用いられてい

るﾍﾞｸﾄﾙ空間ﾓﾃﾞﾙを用いた｡漠字をｲﾝﾃﾞﾂｸｽに用いるだけでは､たとえ類

似の文字を用いる言語でも言語間検索を有効に行うことは難しい｡'そこで､特異値

分解(SVD)に基く潜在的意味ｲﾝﾃﾞｯｸｽ化(Latent Semantic lndexing)という
考え方を利用し､日本語中国語両者の漠字空間を同時に庄縮することにより､漠字

が持つ意味的な情報をより柔軟に利用する手法を提案した｡これを､単漠字や漠字

bi-gramなどのｲﾝﾃﾞｯｸｽに利用し､その効果を明かにした○

本研究では,自然言語処理(NLP)および情報検索(IR)技術の成果を容易に利用

することが可能な日本語,中国語の情報検索(IR)と横断言語検索(CLIR)のため

の適当な枠組みを明かにすることを最終的な目的としている｡本研究が提案した漠

字意味に基づいたﾍﾞｸﾄﾙ空間ﾓﾃﾞﾙでは,境界分析(segmentation)や形態素解析
といったNLP技術の発展や,質間拡張,関連性ﾌｲ-ﾄﾞﾊﾞｯｸといったIR技術の

発展に基づいて,ﾓﾃﾞﾙを容易に拡張し,適応することが可能であることを示した.

本研究では,さらにﾆｹ国語文書の対応付けに関する取り組みを行い,文書対応

付けを用いて自動的に日本語一中国語の対称ｺ-ﾊﾟｽ(comparable corpus)を作成
するｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを提案した.また､ﾆｹ国語文書集合に対して概念ｸﾗｽﾀﾘﾝ

ｸﾞの実験を行い,多言語情報を取り出す上での,文書のｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞによる可視

化の有効性を評価した.

近年注目されている言語横断検索の中でも特殊な関係にあるｱｼﾞｱ言語対に関す

る早期の研究であり､漠字ｲﾝﾃﾞｯｸｽを利用することの有効性を示したというこ

とで有意義な結果を示したと言える｡よって､自然言語処理および情報検索の分野

において高い貢献があると評価する｡


